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■課題情報■  
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■概要■  

電気自動車や再生可能エネルギーのバッファー用蓄電池として、次世代リチウムイオン二次電池の

開発が進められています。この次世代リチウムイオン二次電池では、高エネルギー密度と高コストパ

フォーマンスの両方の実現が必要とされています。そのため、現在のリチウムイオン二次電池の正極

材料であるインサーション反応型 LiCoO2ではなく、金属鉄の状態まで還元させることで大容量が実現

できるコンバージョン正極が注目されています。このコンバージョン正極は、大容量が実現できます

が、電池性能に必要であるサイクル特性・レート特性に問題があるだけでなく、大きな過電圧を持つ

ことから、電池のエネルギー効率が低いという課題がありました。これらの課題を解決する方法の一

つとして、材料自身の電気伝導性の改善が必要であることを見出し、高い電気伝導率を有するバナジ

ン酸ガラスをフッ化鉄に添加した材料開発を行いました。その結果、サイクル特性・レート特性だけ

でなく、電池のエネルギー効率の大幅な改善に成功しました。しかしながら、開発した材料を用いて

も大きな不可逆容量が存在しており、この不可逆

容量の要因を解明するため、Fe K-edge XANESス

ペクトルを測定し、電池反応時に十分な Feの酸

化還元反応が進行していないことを見出しまし

た。これを改善するため、バナジン酸ガラスだけ

でなく、フッ化リチウムを加えることにより、不

可逆容量の低減に成功し、コンバージョン正極を

次世代リチウムイオン二次電池の正極材料とし

て利用できる可能性を見出しました。 

本研究は、NEDO「革新型蓄電池実用化促進基盤技

術開発（RISING2）」の支援を受け行われたもので

す。 
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